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新しい生物多様性保全

生態系の保全・再生

気候変動の緩和

汚染、侵略的外来種、
乱獲等への対処

持続可能な生産

消費や廃棄の削減

生
物
多
様
性
の
状
態

直接要因

間接要因

2030年までに生物多様性の損失
傾向を反転させる「ネイチャーポ
ジティブ」な社会を築くことが国際
課題

2000 205020202010 2030 2040

生物多様性の損失を減らし、
回復させるためには分野横断的な努力が不可欠
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生物多様性条約昆明・モントリオール生物多様性枠組

環境省（2023）

2050年までの目標 2030年までの目標

農林水産業

都市緑地・
親水空間

ビジネス

消費・廃棄

適切なインセ
ンティブ

意思決定へ
の参画

データ・知識
の整備・利用
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昆明・モントリオール生物多様性枠組のキーワード

Whole-of-Government Whole-of-Society 

単一の省庁・部局だけでなく、政
府内の複数の機関・部門が連携し、
統合的に政策を形成・実施

政府機関だけでなく、民間、市民
社会、学術機関、地域コミュニティ、
個人等を含めた社会のあらゆる関
係者が協働して課題に取り組む



5

自然資本・生物多様性・生態系サービスへの依存・影響

IPBES（2026）Business and Biodiversity Assessment SPMに着想を得て作成



6

ネイチャーポジティブな社会・経済への転換に向けて

自然に良い影響を与える
活動の拡大

自然に悪影響を与える
活動の縮小

知識
既存慣行を再構築し、意思決定を支援
するための実践的データや知識の創出

UNEP(2026) State of Finance for Nature 2026を改変

ネイチャーポジティブな
アウトカム

ネイチャーネガティブな
アウトカム
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パネルディスカッションの論点

論点１：地域における「転換」の実践と障壁
• 転換が地域でどのように実践されてきたのか？
• どのような障壁があったか？
• どのようにして乗り越えることができたのか？

論点２：鍵となる主体・つながりと新たな機会
• 転換の鍵となった出来事や主体・関係者の活動？
• 転換を通じて生まれた新たなつながり、新たなビジネス機会？
• それらは地元ではどのように評価/受け止められているか？
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